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初めに

このドキュメントは、ＡＲＤＦ競技に参加したと
きに、私がどういう場面でどういう判断をしたか
を記憶を頼りに記録したものです。
従って、「こうすべき」という正解を記載したも
のではありません。
ＡＲＤＦに参加した一競技者の話として、主に
初心者の皆さんの役に立てられればと思って
作成いたしました。



あなたならどう攻めますか？



①「スタート地点にて地図読み」
テレインが狭いため、おのずから
TXの位置は限定される。

最初のTXが池のほとりにあった

のならば、
自動的に他のTXの場所は決定

される。

まさか、そんなつまらない設定は
ないとすると、
最初のTXはスタート円を出て間

もないところにある可能性が高い。

当然回り方は青矢印の一筆書き。



②「スタート直後」
４００ｍ円外までとにかく走る。１
分ごとに受信するが、方位なんぞ
書き留めていられない。主として
強いか弱いかを見極める。
現実、みんな余り強くない。
最北端にあるTX2にロックオン。
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③「TX5」

４００ｍ円外に出てしばらくいくと強
烈にTX5が入る。右後ろ方向だ。

TX5はM40の対象外なので戻らな
いが、ここにTX5があるということは、
TX2はかなり北端。

同時スタートして先に行った石川さ
んたちがあわてて戻ってくるのとす
れ違う。
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④「TX2」

それほど強くないが方位は出
ている。地図に道は書いてな
いが、小道が続いているので
そのまま進む。

道が行き止まりとなった。
下の藪をみると審判員の後姿。
その前にフラッグが。
審判員の背後を襲い、驚いて
いる審判員の前でパンチング。

ここで痛恨の失敗。SIチェック

を忘れたのだ。
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⑤「池の反対側」
小道を南下。TX4は池の反対

側の方。なんとか向こう岸に渡
りたい。水なし川を渡って池の
反対側へでる。

そのまま道を南下する
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⑥「TX4」

背後３０ｍに石川さんがもう
来ている。TX4が鳴く。石川

さんがいるところのすぐ山側。
そこまで戻りたかったが、追
従したくないので、そのまま
山へ入り、次第に右方向へ
進路を変え、
TX4ゲット。すでに石川さん

の姿はなかった。
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⑦「TX1直下」

下の道へ出てさらに南下。スター
ト組は一番なので、競技上は不
利だが、他の競技者がいないの
で探索に専念できて気持ちがよ
い。
TX1が鳴く。下道を移動して直下

ポイントを探し、山に入る。くもの
巣やつると戦いながら上っていく
と山道に出た。すると、やはり２０
ｍ位離れたところに石川さんがい
た。
TX1はさらに上のほうだ。時計を
見ると、あと十数秒でTX1の時間

になる。あえて上るのを止めて、
安全策で道にいることにした。
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⑧「TX１」
TX1が鳴く。やはりすぐ上だ。

上ってすぐゲット。今回は石川
さんより早かった。

下道をさらに南下。２本の山道
のうち、比較的行きやすいほう
を選ぶ。上り坂で走れない。

TX3は完全にみちなり方向。で

もあまり強くない。
ということは、上りきるまで(広
場まで）はTXは無いということ

だ。
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⑨「TX3」

坂を上りきり、広場に出るところで、
右のほうでガサゴソ音がする。石川
さんが藪コギしていた。私は構わず
広場を突っ切る。

広場の端に来たところで、TX3が鳴
く。そのまま走りこんで、TX3ゲット。

道に戻ると、目の前に石川さんの姿。
すれ違って私は広場へ。

T
X
３

２

４

１

３



⑩「がけのヤブこぎ」
点線の道を下ろうとしたが、広場の形状
の把握が不十分で道が見つからず、適
当に藪に入る。距離的には大したことな
いので、
苦労しながらもすぐ下の駐車場へ出る。

２

４

１

３



⑪「ゴール」
車道を通ってゴールした。当然
のことながら、そこに石川さんの
姿があった。
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⑫「おまけ」
TX2のパンチ有、SI無しの件：
１位の末次さんの結果を見ると全TXを

ゲットされている。（速報システムでは、
順位付けとの関係はないが、対象外
TXゲットも状況がわかるようになってい

る）。

これは完敗。もともと自分のミスでもあ
り、異議申し立てはしないことにした。
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